








































































内面（顔料） 外面（顔料） 内面 外面
① 中世
前半 13C後半
不明 黒 黒 朱 朱 9




14C後半 炭粉渋下地 赤（朱） 黒 ー 朱 7
④
15－16C
炭粉渋下地 赤（朱） 赤（朱） ー ー 25
⑤ 炭粉渋下地 赤（朱） 黒 ー ー 26
⑥ 炭粉渋下地 赤（朱？） ー ー ー 20B
⑦
近世
17C 炭粉渋下地 赤(ベンガラ） 黒 ー 朱 14
⑧
18－19C
本堅地（？） 赤茶（ベンガラ） 赤茶（ベンガラ） ー ー 14
⑨ 本堅地 赤(朱） 赤(朱） ー ー 17
⑩ 炭粉渋下地 赤(ベンガラ） 黒 ー ー 18
⑪ 炭粉渋下地 赤(ベンガラ） 黒 ー ー 18




























■ 黒漆　　■ 朱漆　　■ 褐色漆
①黒色部分：ａ褐色漆1層　厚さ50μｍ　
②赤色部分：ｂ朱漆層　　厚さ60μｍ　
　　　　　　ａ褐色漆層　厚さ50μｍ　
内面の塗膜構造
＊写真提供：元興寺文化財研究所
実測図
① ②
a
b
a
中世後半（写真２）
写真２は14世紀後半の溝から出土した椀です（表１-③）。内面
は赤色、外面は黒色で、赤色の文様を施しています。下地は炭
粉渋下地です。内・外面ともその上に透明漆（生漆）を薄く塗って
います。内面はさらに朱漆を厚くしっかりと施しています。
近世（写真３・４）
写真３は17世紀のため池から出土した椀です（表１-⑦）。トチ
ノキを材とし、内面は赤色、外面は黒色で赤色の植物文様を施
しています。塗膜構造をみると、下地は炭粉渋下地です。その
上に内面はベンガラ漆を１層厚めに塗布しています。外面は下
地の上に透明漆（生漆）を塗布し、文様は朱漆で描いたものです。
写真４は　18～19世紀の溝から出土した椀です（表１-⑧）。ク
リを曳いて形をつくり、内面・外面ともに赤茶色を呈しています。
下地は、漆(?)に炭化物を混和したもので、本堅地の可能性があ
ります。両面ともその下地の上にベンガラ漆を重ねていますが、
断面をみると薄く均一性に欠けています。内面にはさらに透明
漆を重ねていますが、それを合わせても、塗膜の厚みは薄いも
のです。
中世～近世の漆塗り椀を塗りの技法に注目し
てみてきました。下地は、中世前半の資料の下
地が不明であるため確実なことは言えませんが、
中世後半からは安価な炭粉渋下地が使われるよ
うになっています。顔料では、ベンガラが近世
になると多用されています。下地や顔料の組み合
わせはものによってさまざまな選択がなされ、質
の善し悪しは一概には言えませんが、中世から
近世にかけて安価な製品が増えていく流れを、
鹿田遺跡の資料にもみることができるでしょう。
塗膜構造断面（上：内面、下：外面）（提供：𠮷田生物研究所）
写真3　近世の漆塗り椀
写真2　中世後半の漆塗り椀
内面
　ａ朱漆層　　厚さ45μｍ
　ｂ透明漆層　厚さ  7μｍ
　ｃ炭粉渋下地
外面
　ａ朱漆層　　厚さ10μｍ
　ｂ透明漆層　厚さ10μｍ
　ｃ炭粉渋下地内面 外面
塗膜構造断面（上：内面、下：外面）（提供：𠮷田生物研究所）
内面
　ａベンガラ漆層　厚さ113μｍ
　ｂ透明漆層　　　厚さ  12μｍ
　ｃ炭粉渋下地
外面
　ａ朱漆層　　厚さ10μｍ
　ｂ透明漆層　厚さ43μｍ
　ｃ炭粉渋下地
内面
外面
内面の塗膜構造断面（提供：𠮷田生物研究所）
写真4　近世の漆塗り椀
内面
　ａ透明漆層　　　厚さ14μｍ
　ｂベンガラ漆層　厚さ  7μｍ
　ｃ下地（漆？＋炭化物）
b
c
a
b
b
c
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a
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編 集後記
　今回は漆の塗りに注目してみました。椀の場合は、材質
の選び方と漆塗りの組み合わせを詳しくみると、おもしろ
そうです。また、椀以外の漆製品との比較等についても、
ほりさげて考えてみたいと思います。　　　　　　 （岩﨑）
鹿田遺跡の烏
え ぼ し
帽子の墓
は、どんな人の墓なので
しょうか。同時代の最も
豪華な墓と、最も粗末な
墓を、文献史料にもとづ
いて紹介し、考えてみよ
うと思います。
鎌倉時代後期、13世紀後半から14世紀前半にかけて
の時期の、最も豪華なお墓といえるのは後
ご さ が
嵯峨上皇の
墓です。後嵯峨は長年にわたり院政を行った、公家政
権の最高権力者でした。彼の墓は自身が営んだ院
いんごしょ
御所
（別荘地）の亀山殿に設けられました。正妻が建てた法
花堂の中に遺骨が納められたのです。これは、後嵯峨
よりも前の院政時代の上皇の例にのっとっています。
自らが造った院御所の堂が墓になる、という形です。
次に最も粗末な墓を見てみましょう。レジュメに
「墓？」としたように、墓とも言えない形状です。12世
紀の絵巻物「餓鬼草紙」には共同墓地を描いた場面があ
り、土饅頭の間に、置かれたままの骸骨や棺に入った
遺体が見えます。土葬される人がいる一方で、墓地に
棄てられた状態の人がいるわけです。このように葬送
される人というのは、血縁のない人、家族が弱小で葬
送を行えない人など、当時の社会的弱者であったと推
測されています。
では、最も豪華な墓と最も粗末な墓をふまえ、鹿田
遺跡の烏帽子の墓を考えてみます。この墓は屋敷地内
に作られた屋敷墓です。実は、一遍上人絵伝の信濃国
小田切の里の場面に屋敷墓が描かれています。屋敷の
庭に区画された場所があり、中に土饅頭があって、上
に木が植えられています。亡くなった人を庭に埋葬し
ているのです。屋敷墓には、その屋敷の祖にあたる人、
あるいは夫妻・家族を祀り、以後の子孫は共同墓地に
葬られたのではないかと考えられています。
鹿田遺跡の墓の場合、墓上に施設があったかは不明
ですが、烏帽子を被って葬られていた人が、この屋敷
にとって特別な人物だったのは確かでしょう。屋敷を
建てた人、屋敷に附属する土地を開発した人と思われ
ます。烏帽子や副葬品によっても、一般の農民ではな
く、鹿田庄という荘園の中で一区域を任されるような
人物、当時の言葉でいえば、名
みょうしゅ
主あたりではないかと
考えられます。
2018年7月29日（土）に開催した講演会から
岡山大学大学院社会文化科学研究科
准教授　　徳永 誓子
公開講座「考古学と関連科学」開催報告
第19回キャンパス発掘成果展　「The 鹿田庄」講演会
「中世のお墓の格差事情」
2016年度から始めた公開講座を、今年度も継続しています。
年度後半に３回の開催です。次年度もご期待ください。
 第７回 貝と貝塚の考古学（2018.11.17）
 福田宏（岡山大学大学院環境生命学研究科）
 　「貝を知り、世界を知る」
 山口雄治（本センター）
 　「岡山県の縄文貝塚」
 第８回 最新技術でみる青銅器（2019.1.16）
 増田浩太（島根県立古代出雲歴史博物館）
 　「出雲の弥生青銅器」
 南健太郎（本センター）
 　「青銅器の授受からみた吉備の弥生社会」
第９回 縄文時代の知恵と工夫（2019.3.16）
 水ノ江和同（同志社大学）
 　「低湿地貯蔵穴と縄文人」
 山本悦世（本センター）
 　「岡山県域における貯蔵穴の調査から」
第7回公開講座風景
しかたん
